
            生物多様性とは               

 熊本県は、九州中央山地などの山岳地帯や阿蘇の雄大な草原、有明海の干潟や天草の島々など、豊かな自然環境に恵まれ

ており、多種多様な動植物が生息生育しています。 

 このように様々な生物種がそれぞれの環境に適応し、いろいろな関係を持ちながら生存して多様な生態系を形成している状

況を「生物多様性」と呼んでいます。 

 私たち人間は、一人ひとりに個性があり、家族や学校、職場などのいろいろな関係のなかで暮らしているように、生物も様々

な関係のなかでつながりをもって生きています。また、私たちが生きるために必要な空気や食べ物などは、全て、他の生きも

のの働きによって生み出されており、これら多様な生物によって、私たちは生きていくことができるのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生物多様性がもたらす恵み 

 

 

 

 

生物多様性 

種内の多様性 
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生態系の多様性 

     ハマグリ 

ハマグリの貝殻の模様が千

差万別なことなど、同じ種でも

多様な個性があることです。異

なる遺伝子を持つことにより、

環境の変化や病気の流行による

絶滅の可能性が低くなります。 

 

空を飛ぶトンボ、海を泳ぐ魚、

樹木や草花など、動植物から微生

物に至るまで、いろいろな生物が

いることです。 

これらの生物は相互に様々な

関係でつながって生きています。 

森林、草原、里地里山、大小の

河川など、いろいろなタイプの自

然があることです。 

多様な生物がいろいろな生活環

境に適応して生きています。 

 

アカウミガメ サギソウ 

森林 草原 

海岸 

○生物が生み出す大気と水 

  私たちの呼吸に不可欠な酸素は、 

多様な植物の光合成によって創ら 

れてきたものです。また、植物か 

らの蒸散などから水蒸気が発生し、 

雲の生成や降雨を通じた水の循環 

が生まれています。 

○暮らしの基礎 

 食料や木材など、暮らしに必要な 

ものの多くは、水田、森林、海など 

から農林水産業によってもたらされ 

ています。また、生物の機能や形態 

情報を、医薬品の原材料や技術革新 

のアイデアとして利用しています。 

○生物と文化の多様性 

豊かな生物多様性に支えられた 

様々な食文化、工芸、芸能などは、 

豊かな生活の基盤であり、地域固 

有の財産です。 

○自然に守られる私たちの暮らし 

森林の適正な管理や間伐などの整 

備によって、多様な生物が育まれる 

とともに水源かん養能力が高い森林 

が維持され、山地災害の防止や土壌 

流失防止、飲み水の確保が図られて 

います。 

阿蘇くじゅう国立公園 米収穫の風景 

阿蘇神社の農耕祭事 

 

間伐作業の実施 


